
お客さまが安心して取引できる金融機関を目指して

2025年度は大阪・関西万博の開催で熱気が高まる中、当金庫もアルカセンタービル、新本店がオープンします。
地域とともに大阪信用金庫も新たなステージがはじまる年度となります。
「金利のある世界」が始まり、地域でのプレゼンスを更に高め、将来に向けて新たな改革に取り組んでまいります。

経営戦略

取り組み指針 ： 「高い意欲」と「あきらめない気持ち」で駆け抜ける

金融機能を提供するだけではなく、非金融も含めた地域
の課題にソリューションを提供することが地域を支えて
いくことに繋がります。「人」を育て、知恵・知識・経験・労
力を活用し、地域やお客様に貢献していきます。

地区内経済の発展と一般大衆の繁栄に寄与することは大
阪信用金庫の使命です。地域・お客様・職員にとって役立
つ存在となることで「この街のホームドクター」として地
域からの信頼を広く得る信用金庫を目指していきます。

今までと同じようなやり方を踏襲することをやめ、今まで
より早く行動し、今までより新しいことにあきらめず挑戦
し、今までより向上心を持って取り組んでいくことを大阪
信用金庫の文化として浸透させていきます。

地域の支えとなり
地域の発展に伴走する

「金融」の垣根を越えた
ソリューションを提供し、
人を育て地域に貢献する

もっと行動　　　　
もっと挑戦

　　　　もっと成長

value

新たな未来へ全力疾走  この街のホームドクター
スローガン

vision

mission

会員数
普通出資金
役職員数
店舗数

103,066人
14,473百万円
1,388人
70店舗
（来店不要型店舗1店舗）

（２０２5年３月末現在）

　当金庫は、大阪府内33市９町１村、兵庫県尼崎市・伊丹市および和歌山県
紀の川市（一部除く）・岩出市を営業区域として、地元の中小企業者や住民の
みなさまが会員となって、お互いに助け合い、発展していくことを共通の理
念として運営されている相互扶助型の金融機関です。
　また、金融機能の提供にとどまらず、文化、環境、教育といった分野におい
てもCSR（企業の社会的責任）を果たすべく、広く地域社会の活性化に積極
的に取り組んでいます。

2025年度 経営計画
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お客さまが安心して取引できる金融機関を目指して

預金・貸出金残高の推移
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収益状況の推移 自己資本等の推移

健全性の目安とされる基準（国内基準）

◎預金残高 ◎貸出金残高
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